
                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和 5 年 10 月 10 日 

事業実施地区 南堀地区 

事業名 防災用簡易トイレ整備 

団体名及び 

代表者名 

（団体名）南堀区 

（代表者名）区長 斎藤秀雄 

（連絡先）090-4968-5746 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

防災に係り、停電・断水等でトイレが使用できない状態が長期化した

場合を想定し、簡易トイレの備えを行う。 

 

【事業完了日】 

令和 5 月 10 月 8日 

【総事業費】 

        77,550 円 

【補助金額】 

77,000 円 

※活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

区民 108 名が参加した防災訓練で、整備した簡易トイレセット（簡易テント、簡易便座（段ボ

ールトイレ）、非常用トイレ（ビニール袋・凝固剤））を紹介するとともに、参加者に非常用トイ

レを配布し家庭の非常持ち出し袋に備えてもらった。区民の防災に係る安心安全の醸成や防災

意識の高揚につながったと思われる。 

 

 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果  〇   

特記事項 

（評価理由等） 

区の広報だけでなく、防災訓練が実施でき大勢の区民に実物を紹介できた。 

 

■今後の取組予定 

公民館に保管し、災害時に備える。 

次年度以降の防災訓練で他の防災用品とともに区民に紹介する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トイレセット(テント)組立て中 

 
手前のオレンジは簡易担架とその上にテン

トの収納袋 

防災訓練R5.10.8で防災用簡易トイレを紹介 

トイレセット説明中 

 

段ボールトイレは事前に組立て 

後方に訓練終了後配布した飲料（右）

と非常用トイレ（左） 



支所発地域力向上支援金　事業評価（朝陽支所）

事業名

団体名
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効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 安全安心活動

令和5年10月10日

2 41 3

南堀区

防災用簡易トイレ整備事業

必要性

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通 必要性があった

見込めない あまり見込めない

　貴区の災害に備える姿勢や活動が、区民の更なる防災意識の向上とともに地域防災力の強化

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

時に十分な量の防災用品を備蓄しておくことは難しく、住民の皆様それぞれが、日頃から各家庭

につながっていくことを期待します。

効　果

4 5

特に効果があっ
た

1 2

るとともに、参加者に凝固剤などが入ったトイレの処理セットを配布されたことは、一人一人が災害

発生時に必要となるものを考えるきっかけとなったのではないでしょうか。

効果があった

の実情に合った備えを行っておくことが重要であります。

　今年度の区民参加の防災訓練において、本事業で購入・備蓄された簡易トイレセットを紹介す

普通 見込める 大いに見込める

　自然災害の頻発化・激甚化の傾向が続く中、各区等において、限られた予算の中で災害発生
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